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1 は じ め に

山形市近郊で主に栽培されているハウス小ナスは,果

皮が柔らかく良食味であることから,漬けナスとして市

場評価が高く,生産の拡大が望まれている。しかし,25g

～35g程度の小さいうちに収穫するため,茎葉と果実の

バランスが崩れ,過繁茂になりやすく,栄養生長過多と

なつて着果が不安定となる。そのため,過繁茂を回避す

るための摘葉や着果安定のためのホルモン剤の単花処理

は,重要な草勢管理作業となつている。 しかし, これら
作業の労働時間は大きく,産地拡大を困難にしている。

そこで,生産現場では 2条植えが大部分を占めているこ

とを踏まえ,栽植様式の違いが,作業性や収量に及ぼす

影響について検討 した。また,高単価が期待される 6月

までの早期収量確保のための側枝処理法について検討 し

た。

2試 験 方 法

試験 1:栽植様式 (2004年 )

試験は,山 形県寒河江市内の雨よけハ ウス(72m×

22m,ハ ウスサイ ド,出入リロ,妻窓には lmm目 合い

の自寒冷紗を使用)で行つた。試験区は, 1条 2本 (1条

植え・2本仕立て 。株間 35cm), 1条 3本 (1条植え・ 3

本仕立て ,株間 50cm),2条 2本 (2条植え 2本仕立て・

株間 50cm),2条 3本 (2条植え・3本仕立て・株間 70cm)

の計 4区とした。供試品種は,穂木 `真仙中長 '台木 `カ

レヘン'を用いた。播種は,台木が 2003年 10月 24日 ,

穂木が 3日 後の 10月 27日 とし,12月 10日 に幼苗接ぎ

をした。2004年 2月 24日 に定植 し,ハ ウス内最低気温

14℃で加温した。第 1,2花を摘花し,収穫は 5月 1日 か

ら開始した。7月 12日 に主枝当たり2芽を残して切り戻

した。8月 13日 から収穫を再開し,10月 20日 まで収穫

した。収穫は,3S(20～ 29g)～2S(30～ 39g)を 目安と

した。うね幅は 180cm,ベ ッド幅はいずれの区も 70cmと

した。側枝の処理は,放任とし 7月 上旬に混み合つた部

分を間引いた。試験規模は,1区 10株の単区制とした。
ホルモン処理および摘葉に要する作業時間調査は,植物

体が最も繁茂している 6月 24日 に行つた。

試験 2:側枝処理法 (2005年 )

試験区は,摘心区 (側枝の花上 1葉摘心),放任区 (側

枝は放任とし,側枝が混み合ってきた場合にのみ間引)

の 2区 とした。栽植様式は,ベ ッド幅 70cm,株間 35cm

の 1条植えとした。収穫は,4月 11日 から開始して,7
月 25日 に主枝あたり 1芽を残して切 り戻し,10月 30日

まで行つた。試験規模は,1区 10株の 2区制で行つた。
その他,播種やハウス内温度管理等については試験 1に

準じた。′

3 試験結果及び考察

試験 1 栽植様式

(1)栽植様式の違いが収量に及ぼす影響

表 1に示すように,a当 たりの商品収量は,2条 2本 >

2条 3本 >1条 2本 >1条 3本の順に高く,それぞれ 663kg,

635kg,601kg,482kgだ った。商品果率は,3本仕立てと

比較して 2本仕立てで高く63%だつた。

図 1には a当 たり時期別累積収量について示した。 a

当たり商品収量と同様に,収穫初期から2条 2本 >2条 3

本 >1条 2本 >1条 3本の順に高く推移した。

(2)栽植様式の違いが作業性に及ぼす影響

図 2は ,6月 に行つた作業時間調査をもとに,表 1に

示した収量を得るのに要したホルモン処理と摘葉時間を

試算したグラフである。1条 2本区でホルモン処理およ

び摘葉時間が最も小さく,次いで 1条 3本区,2条 3本

区,2条 2本区の順に大きくなると試算された。

試験 2 側枝処理法
(1)側枝の処理法が収量に及ぼす影響

全栽培期間を通して,摘心区の摘心は 18回 (週 1回実

施),放任区の間引は 2回 (7月 上旬,9月 下旬)行つた。

表 2に示すように,高単価で取引される 6月 下旬までの

a当 たり商品収量は,放任区で 325kg,摘 心区で 286kg

だった。a当たり果数は,放任区でおよそ 1000果多かっ

た。

図 3には, 6月 下旬までの a当 たり旬別累積収量を示

した。放任区では,摘心区と比較して 5月 中旬から6月

上旬にかけておよそ 8～ 10kg高 く推移 した。

4 ま と め

ハウス小ナス栽培では,a当 たりのホルモン処理や摘

葉等の整枝作業時間が少なく,草勢管理がしやすい 1条

植えが適する。また,仕立て本数は,2本にすることで a
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当たり商品収量が高くなる。

側枝の処理方法は,花上 1葉摘心するよりも放任とし,

側枝が混み合ってきた場合に,細 く弱い懐枝を中心に適
宜間引くことで 6月 までの早期収量が高くなる。

Att        B果        障害果      総収量   商品
区名  個数   重量   個数   重量   個数   重量   個数   重量

a当 たり

商品収量

131 3     10823    270 4

108 1     10989    316 0

151 8     11278    363 0
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6月 下旬までの旬別累積商品収量の推移図 3
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